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１． 災害発生時の処置

事故や災害が起こったときには、なによりもまず大きな声で事故の発生を周

りに知らせ、協力を求める。その場の対応は、第一に、人命の安全と人的被害

を最小にすることを考える。その後、被害の拡大を防ぐ措置をとると同時に、

速やかに必要な部署に連絡してその指示を受ける。

１－ １．緊急時の連絡

学生は、まず指導教員もしくは近くの教員に連絡すること。

教員は、学部または講座の安全委員および主任に連絡する。

傷害発生の場合には、山口大学保健管理センター（083-933-5160）か、可

能であれば、事前連絡してから学外の病院に運ぶ。

土・日・祝日で助けが必要な場合には、正門守衛室（083-933-5110）に連

絡する。

救急車を呼ぶ必要がある場合は（０）１１９に電話する。救急病院への事

前連絡することが望ましい。同時に、正門守衛室に連絡し、現場へ救急車

を誘導する。救急隊員に病院名を告げ、搬送を依頼する

（主な救急病院）

病院名 住所 電話 科目

湯田温泉病院 山口市朝倉町 4-55 083-922-0374 内科、外科他

山口赤十字病院 山口市八幡馬場 53-1 083-923-0111

内科、外科、眼科、

耳咽、気管、皮膚

他

済生会山口総合

病院
山口市緑町 2-11 083-922-2430

内科、外科、呼吸、

消化、循環、眼科、

耳咽他

丘病院 山口市中河原町 2-14 083-925-1100 外科、整形他

佐々木外科病院 山口市泉都町 9-13 083-923-8811
内科、胃腸、外科、

皮膚他

柴田病院 山口市大内矢田 385 083-927-2800
内科、外科、整形、

眼科、放射

山口市休日夜間

急病診療所
山口市糸米 2丁目 6-6 083-925-2266 外科、歯科
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１－ ２．緊急時の対応

火災発生の場合

　まず火災報知器を押し、初期消火に努める。本人は慌てている場合が多いの

で、できる限り他の人に援助を求める。もしくは、急いで緊急連絡先に電話す

る。

　自力での消火が無理となった場合には、電気・ガスの元栓を閉めた後、冷静

に避難する。夜間の場合は懐中電灯を持参し、ドアーは鍵をかけず閉めた状態

にしておく。

ガスが漏れた場合

　まず元栓を閉め、窓を開けて通風により換気する。ドラフト・換気扇などは、

スイッチを入れた瞬間の火花によって爆発することがあるので使用しないこと。

スイッチを切る際の火花による爆発の可能性もあるため、電気器具のスイッチ

を切ったり入れたりすることは絶対にしてはならない。

地震発生の場合

　直ちにガス・ストーブ等の火を消し、発火や爆発のおそれのある実験装置等

の運転を停止する。ガスボンベの元栓を閉め、火災発生等に備え、戸を開けて

出入り口を確保する。廊下へ出たら、下の階に降りることを最優先に行動する。

避難には階段を利用し、エレベーターは使用しない。エレベーターに閉じ込め

られた場合には、落ち着いて非常電話で連絡をとる。

応急措置

○毒物を飲み込んだ場合

直ちに口中に残るものを吐き出させ、水を飲ませ、繰り返し吐かせる。速

やかに医師の診断を受ける

○皮膚に付着した場合

直ちに流水で１５分以上洗う。

○薬品等が目に入った場合

直ちにまぶたを開き、流水で１５分以上洗った後、眼科医の診断を受ける。

軽い事故でも眼科医の診断を受けること。アルカリの場合には失明の恐れ

があるので、水洗はとくに念入りに行う。

ガラスが目に刺さった場合には、医師に任せ、決して取り除いてはいけな

い。
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○ガス・蒸気を吸入した場合

至急に清浄な空気中に移し、安静にさせる。軽症にみえても補助者が中心

になって移し、横臥させ、呼吸状態を看視する。

○外傷

傷口を流水で洗い、止血をしてから医師の診断を受ける。

○火傷

一刻も早く流水で長時間冷やすことが最良の処置である。

○感電

意識障害・けいれん・心臓停止を引き起こす。まず電源を切り、被災者を

電源から離す。呼吸や心臓が停止していたら、直ちに人工呼吸や心臓マッ

サージを行う。

１－ ３．事故後の注意

○事故・災害が起きた場合には、必ず安全委員会委員に連絡すること。

○火災・爆発を含む災害や、医師による診断・処置を必要とする傷病者が生じ

た災害、また、環境汚染を招いた災害の場合には、状況の把握と原因究明およ

び再発防止について審議が行われる場合がある。被害が拡大する恐れが無くな

ったら、事故現場を保存し、安全委員会の許可があるまで片づけてはいけない。

○大きな災害が起きた場合には、対策本部が設置され、消火・避難誘導・警備

などの役割に従い救助・消防活動が行われる場合があるので、その指示に従う

こと。避難を完了した者は、速やかに無事であることを本部に届け出ること。

この届けがないと、行方不明者となり、危険で無駄な捜査活動を行う可能性が

ある。


